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肱川町では、昨年から教育 祝賀会では、アトラクショ

施設の整備を進めております。 ンとして大谷小児童の祝吟（中

今年度は、幼稚園と教員住 塚忠作） ．と園児の歌（落成式

宅の建築を行っていましたが、 の歌）が披露されました。

このほど完成いたしました。

そこで町と大谷小PTAで

は、 3月11日に来賓、地元関

係者100人余りの出席を得て、

落成式と祝賀会を行いまし

た。

（写真 もちひろいを楽しむ

子どもたち）

3月号
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肱
川
町
の
総
面
積
は

六
、
三

0
-
―
―
ヘ
ク
タ
ー
ル

昭
和
五

0
年
以
来
の
懸
案
に
な
っ

て
い
ま
し
た
肱
川
町
共
同
墓
地
の
造

成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
程
よ
う

や
く
適
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、

明
る
い
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

場
所
は
、
大
字
山
鳥
坂
一
、
四
五
九

番
地
（
県
営
林
道
、
昭
和
五
四
年
度

肱
川
町
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基

づ
く
地
籍
調
査
を
、
昭
和
四
一
年
度

に
中
居
谷
地
区
の
調
査
（
測
量
）
を

開
始
し
て
以
来
、
大
字
名
荷
谷
、
大

字
予
子
林
、
大
字
大
谷
（
西
を
含
）
、

工
事
の
終
点
附
近
）
で
、
西
方
浄
土

に
向
っ
た
大
変
見
晴
ら
し
の
よ
い
と

こ
ろ
で
す
。

現
在
の
共
同
墓
地
造
成
（
管
理
）

組
合
（
組
合
長
川
本
善
男
氏
）
は
‘

会
員
が
二
七
名
で
す
が
、
二
月
二
八

日
に
総
会
を
開
き
、
こ
れ
か
ら
完
成

ま
で
、
町
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

墓
標
の
規
格
そ
の
他
、
み
ん
な
が
平

等
で
楽
し
い
共
同
墓
地
運
営
が
出
来

る
よ
う
、
色
々
な
研
究
協
議
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
ま
で
の
計
画
で
は
、
面
積
、

九
、
二
二
九
面
（
約
九
反
三
畝
）
の

四
分
の
一
の
部
分
を
共
同
墓
地
、
残

り
の
部
分
を
公
園
と
し
て
設
計
し
、

花
と
緑
に
か
こ
ま
れ
た
す
ば
ら
し
い

墓
地
公
園
を
開
発
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

墓
地
の
区
画
は
六

0
区
画
か
ら
七
〇

区
画
で
、
一
区
画
の
面
積
は
、
七
・
五

面
、
開
設
は
昭
和
五
六
年
の
秋
頃
に

な
る
見
込
み
で
す
。

大
字
宇
和
川
、
大
字
山
鳥
坂
、
大
字

中
津
の
順
で
調
査
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。最
後
の
中
津
地
区
の
登
記
を
、
本
年

二
月
末
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

明
る
い
見
遅
し
II.

花
と
緑
の
墓
地
公
園

議会と県緑化推進協議会から寄

9噌，9-

士也籍調査実施前後の地目別筆数面積変動表

士也藉調査前 I :t也籍調査後
筆数 面積 ha 地 目 筆薮 面積 ha

6,025 271.29 田 3,884 336.98 

11,932 646.99 畑 6,046 404.10 

2,181 45.99 宅 地 1,685 55.63 

1 

゜
鉱泉地 2 0.01 

6 0.01 池 沼3 6 0.06 

19,971 3,507.53 山 キ木 14,591 4,896.96 

612 29.91 原 野 998 27.47 

881 4.20 墓 地 1,033 7.38 

13 1.14 境内地 26 1. 69 

水道用地 3 0.01 

78 2.85 ため池 142 5.50 

42 1.17 堤 21 1. 01 

19 ・0.07 井 溝

684 95.50 イ呆 安ぞ 材木 408 115.60 

1,260 26.48 公衆用道路

公 園 2 0.70 

62 1.63 雄種地 200 6.52 

2 0.13 役場敷地

81 2.47 学校用地 26 4.73 

1 0.01 火葬場敷地

1 0.01 獣畜埋廃場

43,852 4,637.38 ／」ヽ 計 5,864.35 

道 路 155.28 

河 JI I 258.63 

筆界未定地 25.40 

43,852 4,637.38 ＾ ロ

計 29,073 6,303.66 

こ
れ
で
肱
川
町
全
地
区
の
地
籍
調

査
は
、
一
四
年
の
歳
月
を
費
し
て
全

て
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
間
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
対
し
、

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

青
年
団
員
が
—
|
—
ー
~

r|_清
掃
奉
仕
作
業

肱
川
町
青
年
団
（
東
修
司
団
長
）

で
は
、
肱
川
を
美
し
く
し
よ
う
と
、

二
月
三
日
に
清
掃
奉
仕
と
サ
ク
ラ
等

の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
午
前
中
は
、
ト
ラ
ッ
ク
や

ラ
イ
ト
パ
ン
に
団
員
が
分
乗
し
て
、

鳥
首
か
ら
オ
ン
ジ
鼻
ま
で
の
国
道
一

九
七
号
線
沿
い
に
捨
て
ら
れ
た
空
力

ン
や
空
ピ
ン
を
ひ
ろ
い
ま
し
た
。

当
日
ひ
ろ
っ
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど

は
ジ
ュ
ー
ス
の
カ
ン
で
、
ゴ
ミ
袋
に

二
0
袋
も
あ
り
、
団
員
も
そ
の
量
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
午
後
は
、
青
年
社
会
参
加
協

肱
川
町
職
員

贈
さ
れ
た
、
桜
二

0
本
と
モ
ミ
ジ
七

本
を
鹿
野
川
園
地
に
植
樹
し
ま
し
た
。

な
お
、
肱
川
町
で
も
桜
（
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
）
二

0
0
本
を
、
鹿
野
川
園

地
等
へ
三
月
中
に
植
樹
す
る
予
定
で
す
。

同
和
問
題
を
学
習

同
和
問
題
は
人
類
普
遍
の
原
理
で

あ
る
人
間
の
自
由
と
平
等
に
関
す
る

問
題
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ

て
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か

わ
る
課
題
で
す
。

，早
急
に
こ
の
問
題
の
解
決
を
は
か

る
こ
と
は
、
国
及
ぴ
地
方
公
共
団
体

の
責
務
で
あ
り
国
民
的
課
題
で
す
。

部
落
差
別
は
、
心
理
的
差
別
が
原

因
と
な
っ
て
実
態
的
差
別
を
つ
く
り

反
面
で
は
、
実
態
的
差
別
が
原
因
と

な
っ
て
心
理
的
差
別
を
助
長
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
相
互
関
係
が
差
別

を
再
生
産
し
、
悪
循
環
を
く
り
か
え

す
わ
け
で
す
。

心
理
的
差
別
を
教
育
に
よ
り
、
実

態
的
差
別
は
同
和
対
策
事
業
に
よ
っ

て
解
消
し
よ
っ
と
し
て
い
る
の
で
す
。

公
務
員
で
あ
る
町
職
員
は
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
の
認
識
を
さ
ら
に
深

め
よ
う
と
、
二
月
一
八
日
と
二
月
二

二
日
の
二
回
に
分
け
て
、
大
本
町
同

和
教
育
協
議
会
副
会
長
を
講
師
に

．「同

和
対
策
事
業
は
な
ぜ
必
要
か
」
を
中

心
に
熱
心
に
勉
強
し
ま
し
た
。

な
お
こ
の
研
修
会
に
は
、
正
山
小
、

幼
稚
園
の
職
員
、
法
務
局
肱
川
出
張

所
か
ら
も
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
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昭和54年度

写真でみる主な事業

◎集会所

小藪 133. 5m' 855万円

瓜生谷 79. 3m' 580万円

見の越 65. lm' 480万円

◎陽だまりの部屋（備品整備）

公民館 カラーTV他 35万円

瓜生谷 ストープ他 38万円

創作館 クリ ーナー他 54万円

◎放送施設

久保・大平 67戸 136万円

◎ TV共聴施設

肱栄 9戸 247万円

御在所 5戸 233万円

◎消防施設

小倉（防火水槽） 20m' 117万円

小倉(i肖火栓） 5戸 175万円

大谷（小型ポンプ） 1台 88万円

◎夜間照明施設

中津 391. 2m' 200万円

◎幼稚園

正山 189. 5m' 1,077万円

大谷 189. 5m' 1,077万円

◎教員住宅

正山（世帯用 82.0m, 1,173万円
大谷 単身用 49.4m?）1, 198万円
◎観光施設

野外劇場他 625万円

◎ほ場整備

久保・大平 7ha 4,248万円

小藪 3,4ha 1,920万円

◎コンクリート舗装

ガンゼキ・竹の谷線（上嵯峨谷）

他13路線

延長2,500m 820万円

◎道路新設・改良・舗装

瓜生谷・大地線他32路線

延長 m 33, 910万円

◎災害復旧

影地外19ヵ所

◎県営事業

新設 肱川・野村線 8,260万円

改良 滝山・奥小藪線 251m

4,560万円

舗装 堀切線
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55. 3. 21 

け皆日の

凸眉とまぷさ 披i石路頃を! 憾>なくー 剛祝讐を 数の多 相七をぅ-、」志-＾ら精
％ヽ 盛 神
大に

肱少中 れまし 来賓` 名四の 康L 健消な、の発

初誓式 拍手参列者 とつし揮
年式 t~ 護保者 学中 町民 ，J 

を り小
-、 受の、雨 -， か＿の



広 報 ひ じ ヵ> ゎ 55. 3. 21(4) 

島
崎
藤
村
の
詩
に
よ
る
こ
の
曲

を
口
ず
さ
む
と
き
、
な
つ
か
し
く

三
月
、
四
月
は
、
一
年
の
う
ち
で

特
に
引
っ
越
し
の
多
い
時
期
で
す
。

親
元
に
住
ん
で
い
た
人
が
大
学
や

高
校
に
入
学
し
た
り
、
就
職
し
た
り

し
て
親
元
を
離
れ
、
下
宿
や
寮
に
住

む
場
合
、
あ
る
い
は
転
勤
な
ど
で
住

所
を
移
す
時
は
、
い
ま
ま
で
住
ん
で

い
た
市
町
村
の
役
場
に
転
出
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
転
入
し
た

日
か
ら
一
四
日
以
内
に
、
新
し
い
住

所
の
あ
る
市
町
村
の
役
場
に
転
出
証

明
書
を
添
え
て
転
入
届
を
忘
れ
ず
に

「
黒
潮
発
電
所
」

石
油
に
支
え
ら
れ
た
現
代
の
文

明
生
活
に
”
黄
信
号
“
が
と
も
り

ま
し
た
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
撤
底
推
進
か

は
か
ら
れ
る
一
方
で
、
石
油
に
か

わ
る
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
か

急
が
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
た
し
た

ち
の
身
の
回
り
に
は
、
意
外
な
ほ

ど
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
か
未
利

用
の
ま
ま
眠
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
期
待
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
い

た
し
ま
す
。

名
も
知
れ
ぬ
遠
き
島
よ
り

流
れ
寄
る
椰
子
の
実
一
っ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
で
住
所
を
移
し
た
時
は
転
居

届
を
、
世
帯
主
が
変
わ
っ
た
場
合
は

世
帯
主
変
更
届
を
、
お
忘
れ
な
く
ー
。

市
町
村
の
役
場
に
は
、
住
民
基
本

台
帳
と
い
う
住
民
の
み
な
さ
ん
の
住

所
な
ど
を
記
載
し
た
公
簿
が
備
え
て

あ
り
ま
す
。

市
町
村
で
は
、
こ
の
住
民
基
本
台

帳
に
基
づ
い
て
、
選
挙
人
名
簿
を
作

成
し
た
り
、
印
鑑
の
登
録
を
受
け
付

け
た
り
、
あ
る
い
は
国
民
年
金
や
児

童
手
当
の
支
給
、
予
防
接
種
を
行
う

青
春
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
世
代
の

人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

は
る
ば
る
と
ヤ
シ
の
実
を
南
国
か

ら
運
び
と
ど
け
て
き
た
の
は
、
む
ろ

ん
黒
潮
で
す
。

黒
潮
は
、
メ
キ
シ
コ
湾
流
と
並
ぶ

世
界
を
代
表
す
る
大
海
流
で
す
。

豊
か
な
海
の
幸
と
温
暖
な
気
候
と

を
日
本
に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
が
、

こ
の
雄
大
な
”
海
の
中
の
大
河
“
に
、

ヤ
シ
の
実
―
つ
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

運
び
役
を
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
は
、

な
ん
と
も
も
っ
た
い
な
い
話
で
す
。

そ
こ
で
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
黒
潮
に
着
目
す
る
、
調
査
と
研
究

が
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

は
る
か
中
央
ア
メ
リ
カ
方
面
か
ら

な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
密
着
し

た
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
住
民
基
本
台
帳
が
正

当
町
に
お
け
る
同
和
対
策
事
業
は
、

昭
和
四
一
年
度
か
ら
取
組
ん
で
い
ま

す。
そ
の
主
体
は
道
路
事
業
で
あ
り
、

成
果
は
め
ざ
ま
し
い
。

嘉
城
地
区
開
発
の
先
駆
け
と
し
て
、

幹
線
で
あ
る
「
畦
の
ハ
ナ
、
ウ
マ
ノ

バ
リ
線
」
は
、
四
五
年
度
に
着
工
、

五
一
年
度
に
は
集
落
ま
で
の
舗
装
を

完
了
し
ま
し
た
。

赤
道
ぞ
い
に
西
進
し
、
太
平
洋
に
散

在
す
る
“
名
も
知
ら
ぬ
遠
き
島
々
“
を

洗
っ
て
き
た
北
赤
道
海
流
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
突
き
当
た
っ
て
北
へ
向
か

い
、
台
湾
、
沖
織
を
め
ぐ
っ
て
黒
潮

（
日
本
海
流
）
と
呼
ば
れ
る
流
れ
に
な

り
ま
す
。

日
本
の
太
平
洋
岸
を
ゆ
く
黒
潮
の

流
域
帯
は
、
平
均
し
て
幅
二
五

0
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

、
深
さ

一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
も
あ
り
ま
す
。

毎
秒
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
流
速
を

も
っ
て
い
る
部
分
だ
け
で
も
幅
三
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三

0
0
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
は
あ
る
＂
巨
大
な
急
流

“

で
す
。こ
の
部
分
に
か
く
さ
れ
て
い
る
運

期
待
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

①
 

確
で
あ
る
た
め
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
正

し
い
届
け
出
が
必
要
な
の
で
す
。

そ
の
後
、
現
道
の
改
良
舗
装
が
積

極
的
に
す
す
め
ら
れ
た
が
、
今
年
度

は
、
そ
の
総
仕
上
げ
と
な
る
集
落
内

を
縦
貫
す
る
地
区
道
路
と
、
農
道
の

二
路
線
を
新
設
中
で
す
。

地
区
道
路
は
延
長
五
二

O
M
、
エ

事
費
四
、
八

0
0
万
円
（
舗
装
も
実

施
）
、
農
道
は
延
長
五

O
O
M
、
工
事

費
二
、

0
0
0万
円
で
、
い
ず
れ
も
川

上
建
設
有
限
会
社
が
受
注
し
、
完
成

動
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
は
、
電
力
に

換
算
し
て
年
間
九

0
0億
キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
（
年
平
均
出
カ
一
千
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
）
。
わ
が
国
の
総
発
電
量
の

六
分
の
一
ほ
ど
に
相
当
し
ま
す
。

。フ
ロ
ペ
ラ
式
あ
る
い
は
ロ
ー
タ
ー

式
の
発
電
機
を
、
海
中
に
据
え
て

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
れ
ば
よ

い
わ
け
で
す
が
、
仮
に
与
那
国
島
、

仲
ノ
神
島
、
諏
訪
之
瀬
島
、
足
摺

岬
沖
、
八
天
島
沖
の
五
ヵ
所
に
11

黒

潮
発
電
所
＂
を
設
け
る
と
し
て
、

理
論
上
の
総
発
電
力
は
約
四

0
0

万
キ
ロ
ワ

ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

「
効
率
を
計
算
に
入
れ
て
も
一

0
0
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
は
可
能
で
、

大
型
原
子
力
発
電
所
一
基
に
相
当

す
る
」
と
、
科
学
技
術
庁
資
源
調

査
会
で
は
そ
の
開
発
利
用
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

完
成
間
近
い
嘉
城
地
区
の
道
路

転
出
・
転
入
の
届
け
を
お
忘
れ
な
く

も
間
近
に
な
っ
て
い
ま
す
。

1

急
峻
な
地
形
は
当
町
の
宿
命
で
あ

り
、
嘉
城
地
区
は
そ
の
縮
図
と
も
い

え
ま
す
。

こ
の
過
酷
な
条
件
を
克
服
し
て
生

活
す
る
に
は
、
近
代
的
な
道
路
網
の

完
成
が
必
須
条
件
で
す
。

今
年
度
事
業
が
完
成
す
れ
ば
、
地

区
内
の
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
完
了
し

て
、
地
区
発
展
の
い
し
ず
え
と
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

暖
か
い
春
が
や
っ
て
き
て
、
気
候

も
よ
く
な
り
外
出
の
機
会
が
増
え
て

く
る
と
、
空
き
巣
ね
ら
い
に
と
っ
て

は
絶
好
の
か
せ
ぎ
ど
き
で
す
。

ウ
ッ
カ
リ
戸
締
り
を
忘
れ
た
り
、

施
錠
が
不
完
全
な
た
め
、
空
き
巣
に

入
ら
れ
て
ガ
ッ
カ
リ
し
な
い
よ
う
、

今
一
度
わ
が
家
の
防
犯
診
断
を
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
隣
近

所
ヘ
一
声
か
け
て
お
願
い
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

と
ら
れ
て
泣
く
よ
り

ま
ず
用
心
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二
月
定
例
部
落
長
会
の
あ
と
、
「
タ

バ
コ
と
健
康
」
と
題
し
て
、
和
気
千

秋
先
生
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

和
気
先
生
は
、
「
み
な
さ
ん
が
、
”
幼

児
が
よ
ち
／
＼
と
池
に
近
づ
い
て
行

く
の
を
み
る
Il

よ
う
に
、
”
タ
バ
コ
が

私
た
ち
の
寿
命
を
縮
め
て
い
る
Il

の

を
医
者
と
し
て
み
て
お
れ
ず
、
手
を

さ
し
の
べ
た
い
気
持
で
す
C

」
と
「
タ

バ
コ
の
毒
性
や
身
体
に
及
ぽ
す
影
響

な
ど
に
つ
い
て
」
話
さ
れ
、
「
タ
バ
コ

は
公
害
で
す
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
要
旨
を
簡
単
に
ご
紹
介
し

ま
す
。日
本
人
の
三
大
死
因
は
、
脳
卒
中
、

が
ん
、
．
心
臓
病
で
あ
り
、
全
死
亡
者

の
五
割
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、
が

ん
と
心
臓
病
の
半
数
は
タ
バ
コ
か
原

因
で
あ
る
。

【
タ
パ
コ
の
毒
性
】

タ
バ
コ
の
毒
性
に
つ
い
て
、
そ
の

主
な
も
の
は
、
タ
ー
ル
、
ニ
コ
チ
ン
、

一
酸
化
炭
素
で
あ
る
。

【
タ
ー
ル
に
つ
い
て
】

タ
ー
ル
は
、
発
ガ
ン
物
質
を
含
み
、

タ
バ
コ
喫
み
の
吸
う
本
流
煙
よ
り
、

周
囲
の
人
の
吸
わ
さ
れ
る
副
流
煙
の

方
に
三

1
四
倍
も
含
ま
れ
て
い
る
。

肺
ガ
ン
で
死
亡
し
た
主
婦
に
関
す

る
調
査
で
は
、
そ
の
夫
は
一

0
0
%

が
喫
煙
者
で
あ
り
、
夫
の
喫
煙
に
よ

る
殺
人
で
あ
る
。

【
ニ
コ
チ
ン
に
つ
い
て
】

ニ
コ
チ
ン
は
、
毛
細
血
管
を
収
縮

さ
せ
、
心
臓
病
や
手
足
の
血
行
障
害

を
起
こ
し
、
血
圧
も
上
昇
さ
せ
る
。

タ
バ
コ
一
本
に
二

o
i三
0
ミ
リ
kr
ラ

の
ニ
コ
チ
ン
が
含
ま
れ
ヘ

一
回
吸
う

毎
に
一
ー
ニ
ミ
リ
名
の
ニ
コ
チ
ン
が
体

内
に
吸
収
さ
れ
る
。

致
死
量
は
三

0
ミ
リ
名
で
あ
る
。

【
一
酸
化
炭
素
に
つ
い
て
】

一
酸
化
炭
素
は
、
血
中
で
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
と
結
合
し
、
酸
素
吸
収
の
邪

魔
を
す
る
。

そ
の
量
が
増
え
る
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
増
加
し
て
、
心
臓
病
や
脳
卒
中

の
原
因
と
な
る
。

ま
た
、
副
流
煙
に
は
、
主
流
煙
の

四
・
七
倍
の
一
酸
化
炭
素
が
含
ま
れ

て
お
り
、
そ
の
量
は
、
都
会
の
排
気

ガ
ス
の
環
境
基
準
の
比
で
は
な
い
。

【
タ
パ
コ
は
公
害
】

「
タ
バ
コ
は
公
害
」

和
気
千
秋
先
生
の
講
演
か
ら

北
か
ら
南
へ
、
村
か
ら
町
へ
、
郵

便
は
今
日
も
私
達
の
心
を
運
ん
で
い

ま
す
。遠
く
離
れ
た
友
か
ら
、
田
舎
に
住

む
お
ふ
く
ろ
さ
ん
か
ら
•
…
•
•
そ
の
一

字
一
字
に
、
人
間
の
も
つ
や
さ
し
さ

や
ぬ
く
も
り
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
は

ず
で
す
。

電
話
の
普
及
に
よ
り
手
紙
の
役
割

は
薄
れ
て
き
た
か
の
よ
う
に
言
わ
れ

ま
す
が
、
一
方
で
最
近
手
紙
を
見
直

そ
え
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
手
紙
に
は
、
手
紙
な
ら

で
は
の
良
さ
、
手
紙
で
な
く
て
は
果

た
せ
な
い
大
切
な
要
素
か
あ
り
、
私

達
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

手
紙
の
も
つ
良
さ
と
し
て

①
直
接
本
人
が
書
い
た
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
く
る
親
し
み

②
記
録
さ
れ
る
の
で
内
容
が
確
実

で
後
ま
で
残
る
こ
と

③
同
時
に
た
く
さ
ん
の
人
へ
発
信

で
き
る

④
利
用
の
簡
便
性
、
経
済
性
（
全

国
均
一
料
金
制
で
あ
る
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

手
紙
の
良
さ
を
感
じ
る
の
は
、
受

毎
月
二
三

8
は

II

ふ
み
の

8“
で
す

こ
れ
ら
の
毒
性
は
、
い
ず
れ
も
主

流
煙
よ
り
副
流
煙
の
方
に
数
倍
多
く

含
ま
れ
て
お
り
、
家
庭
内
で
は
、
乳

幼
児
等
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
。

【
お
わ
り
に
】

こ
の
よ
う
に
、
タ
バ
コ
は
公
害
で

あ
り
、
せ
め
て
明
日
を
に
な
う
子
供

た
ち
に
は
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
よ

う
し
つ
け
、
育
て
て
ほ
し
い
と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

取
っ
た
手
紙
が
か
も
し
だ
す
”
ほ
の

ぽ
の
と
し
た
心
の
あ
た
た
か
さ
“
ゃ

”
余
韻
“
”
余
情
“
で
は
な
い
で
し
ょ

~
゜

、
っ
力郵
政
省
で
は
、
も
う
一
度
手
紙
の

良
さ
を
見
直
し
、
心
の
こ
も
っ
た
手

紙
を
た
く
さ
ん
の
方
々
に
書
い
て
い

た
だ
く
機
会
に
す
る
た
め
、
毎
月
二

三
日
を
「
ふ
み
の
日
」
と
し
て
、
手

紙
を
書
く
運
動
を
全
国
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。

遠
く
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
都
会

の
息
子
さ
ん
や
娘
さ
ん
に
、
ま
た
エ

事
場
で
働
い
て
い
る
お
父
さ
ん
に
、

電
話
で
は
言
え
な
い
こ
と
な
ど
も
添

え
て
、
月
に
一
回
は
心
の
こ
も
っ
た

手
紙
を
書
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
進
学
、
就
職
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
し
た
。

希
望
を
胸
に
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を

切
る
友
人
や
知
人
に
も
お
祝
い
や
激

励
の
お
便
り
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

四
0
代
五

0
代
、
中
年
男
性
の

肝
臓
死
が
年
ご
と
に
増
え
て
い
ま

す。
こ
れ
は
同
世
代
の
女
性
に
は
み

ら
れ
な
い
現
象
で
、
そ
の
大
き
な

原
因
は
ア
ル
コ
ー
ル
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

肝
臓
は
、
は
か
の
臓
器
に
く
ら

べ
て
異
常
か
起
こ
っ
て
も
症
状
か

現
れ
に
く
く
、
気
づ
い
た
と
き
は

手
遅
れ
と
い
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

三
0
オ
を
す
ぎ
た
ら
肝
臓
の
検

査
を
受
け
た
い
の
で
す
が
、
と
く

に
酒
歴
一

0
年
を
す
ぎ
た
人
で
、
次

の
よ
う
な
症
状
に
ひ
と
つ
で
も
気

づ
い
た
ら
赤
信
号
で
す
。

m
全
身
が
だ
る
＜
疲
れ
や
す

い
。
食
欲
も
な
い
。

③
酒
に
弱
く
な
っ
た
。
悪
酔

い
し
や
す
く
な
る
な
ど
。

③
皮
ふ
の
色
つ
や
が
悪
く
‘

き
た
な
く
な
っ
て
、
顔

が
黒
ず
ん
だ
り
、
手
の

ひ
ら
が
赤
く
な
っ
た
り
す

る。

④
腹
か
は
る
。
む
か
つ
く
。

固
男
性
な
の
に
、
女
性
の
よ

う
な
乳
房
に
な
る
。

固
黄
だ
ん
が
あ
る
。

こ
ん
な
場
合
は
、
早
く
医
師
の

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

『肝臓障
害
の
赤
信
号
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火
災
を
発
見
し
た
と
き
や
交
通
事

故
で
負
傷
者
を
目
撃
し
た
と
き
は
、

―
一
九
番
へ
正
し
く
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。単
に
、
ダ
イ
ヤ
ル
―
一
九
番
を
ま

わ
す
だ
け
で
は
十
分
で
あ
り
ま
せ
ん
。

発
見
の
場
所
、
目
標
、
火
災
や
け

比
別

l
m
i
n
5
＼
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l
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＋
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佛
し
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和昭

中
動
月
異
2
の

人 の 動

人 ロ
男

女

世帯薮

ーヽ

九
番
の
通
報
は

落
ち
つ
い
て
正
確
に

四
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
が

三
、
七
七

0
円
（
現
行
三
、
三

0
0円）

に
改
正
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
昨
年
七
月
に
年

金
額
か
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

国
民
年
金
の
年
金
額
は
、
物
価
の

変
動
に
応
じ
て
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
、
こ
の
年
金

給
付
の
財
源
は
、
保
険
料
（
三
分
の

二
）
と
国
庫
金
（
三
分
の
一
）
で
ま

,．, 

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
年
金
額
か
引
き
上
げ
ら

れ
た
と
き
は
、
保
険
料
の
額
を
引
ぎ

上
げ
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

な
お
、
附
加
年
金
保
険
料
は
、
四

0
0
円
に
据
置
か
れ
ま
す
。

肱
川
町
で
は
、
拠
出
年
金
、
福
祉

年
金
あ
わ
せ
て
、
約
八

0
0
人
の
方

か
年
間
二
億
円
余
り
の
年
金
を
受
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

が
の
状
況
な
ど
を
落
ち
つ
い
て
正
確

に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

0
悪
い
通
報
の
例

消
防
署
「
ハ
イ
、
一
―
九
番
で
す
。

火
事
で
す
か
。
救
急
で
す

ヽ

c
カ
」

通
報
者
「
火
事
で
す
。
早
く
来
て

く
だ
さ
い
。
」

消
防
署
「
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

何
が
焼
え
て
い
ま
す
か
。」

通
報
者
「
私
の
家
の
隣
で
す
。
早

く
来
て
く
だ
さ
い
。
C

」

こ
れ
で
は
消
防
車
が
ど
こ
へ
行
け
ば

よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

消
防
署
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
厳
し

い
訓
練
を
受
け
た
消
防
隊
貝
が
、
ニ

四
時
間
い
つ
で
も
屯
幼
で
き
る
よ
う

四
月
か
ら
月
額
三
、
七
七
0
円

国
民
年
金
保
険
料
改
正

花まつり行事予定表

月日 時 間 行 事 名 場所

4月3El 13:00-15:00 山鳥坂しめ神楽 鹿野）1|園地

4月13日 14:00- しゃ〈なげまつり（撒餅） 丸山公園

4月19日 10:00-11:00 エビネ展示即売会 肱ll1分校

20日 9:00-16:00 エピネ展示即売会 肱l11分校

4月29B 10:00-16:oo 川柳大会 公民館

4月29B 10:00-16:30 花まつり素人演芸大会 鹿野lII園地

4月298 10:00-15:00 お茶会（野点） 丸山公園

5月3日 13:00-16:00 子供のど自慢大会 鹿野）1|園地

5月5日 12:00-15:00 楽団演奏 鹿野）1|園地

新
し
く
素
人
渓
芸
大
会

三
鹿
野
川
花
ま
つ
り
」
％
ー
％

下
敷
水

中

津
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

山

槌

安

川

公

明

さ

ん

女

千

春

ち

ゃ

ん

中
居
谷
堵
野
洋
介
さ
ん

長

男

保

ち

ゃ

ん

嘉

城

智

葉

保

さ

ん

二
女
寿
美
恵
ち
ゃ
ん

と
こ
ろ

に
待
機
し
て
い
ま
す
。

消
防
車
、
救
急
車
が
ど
の
よ
う
な

道
順
で
行
け
ば
、
最
も
速
く
現
場
に

行
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
ど
の
よ
う

に
消
火
活
動
、
救
急
活
動
を
す
る
の

か
、
絶
え
ず
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
訓

練
し
、
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

肱
川
町
観
光
協
会
で
は
、
今

年
も
四
月
三
日
よ
り
五
月
一
〇

日
ま
で
県
立
自
然
公
演
鹿
野
川

園
地
、
丸
山
公
園
に
咲
く
サ
ク

ラ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ツ
ッ
ジ
に

合
せ
五
月
一

0
日
ま
で
「
花
ま

つ
り
」
を
行
い
ま
す
。

丸
山
公
圏
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
三

千
本
が
四
月
上
旬
、
ツ
ッ
ジ
が

四
月
中
旬
頃
か
ら
咲
ぎ
始
め
ま

す。
こ
の
花
ま
つ
り
期
間
中
に
次

の
よ
う
な
行
事
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
御
家
族
お
そ
ろ

い
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。

し
た
か
っ
て
、

あ
な
た
の
通
報
が

迅
速
か
つ
正
確
で

あ
れ
ば
、
消
防
津
‘

救
急
車
は
早
く
現

場
に
到
着
し
、
よ

り
早
く
、
よ
り
良

い
方
法
で
消
火
や

救
助
が
で
き
ま
す
。

0
正
し
い
通
報
の

例
「
火
事
で
す
C

」

「
私
は
、

0
0部
落
の
名
前
は
、

0
0
0
0
で
す
。

「
目
標
は

0
0
小
学
校
で
、
南

側
上
の
山
が
燃
え
て
い
ま
す
。
」

「
私
の
電
話
番
号
は
、

0
0
0

0
番
で
す
C

」

二
宮
福
治
さ
ん(84
オ）

帽
子
繁
男
さ
ん(58
オ）

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

0
行
政
相
談

と

き

四

月

五

日

九
時
ー
一
六
時

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

担

当

行

政

相

談

委

貝

福

田

保

0
乳
児
健
康
相
談

と

き

四

月

ニ

―

日

一
三
時
ー
一
五
時

肱
川
町
公
民
館

◇心配ごと相談◇
、、あ気軽に相談所へ'’

◎相談時問

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

担当相談員

中野、堀尾

谷本、佐久保、福田

山中、宮本

都谷、蔽田

相談日

3月25日

4月5日

4月15日

4月25日

相談員の自宅相談も受付けます


